　【解答用紙】小学校算数　力だめしプリントパート５
【５年生　図形の合同】
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③
合同とはいえない。
(例)　合同な図形は対応する角の大きさだけでなく，対応する辺の長さも等しくないといけないので，四角形アと四角形ウは合同ではない。
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(例) １辺が７㎝の正方形
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合同な図形で重なり合う頂点，辺．角をそれぞれ
（ 対応する頂点 ），（ 対応する辺 ），（ 対応する角 ）といいます。




（多角形の名前と対角線で分けて出来る三角形の個数には、あるきまりがあります。そのきまりをみつけてみましょう。）
　　～例～
· 三角形、四角形、五角形と角が１つ増えていくと、できる三角形も１つ増えている。
· 内角の和も、１８０°ずつ増えている。
· 多角形の名前にはその図形の角の数が入っており、その角の数から2を引くとできる三角形の個数になる。
· 五角形なら、５－２＝３、１８０×３＝５４０　　など
（多角形の名前と対角線で分けて出来る三角形の個数には、あるきまりがあります。そのきまりをみつけてみましょう。）
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· 多角形の名前にはその図形の角の数が入っており、その角の数から2を引くとできる三角形の個数になる。
· 五角形なら、５－２＝３、１８０×３＝５４０　　など
（多角形の名前と対角線で分けて出来る三角形の個数には、あるきまりがあります。そのきまりをみつけてみましょう。）
　　～例～
· 三角形、四角形、五角形と角が１つ増えていくと、できる三角形も１つ増えている。
· 内角の和も、１８０°ずつ増えている。
· 多角形の名前にはその図形の角の数が入っており、その角の数から2を引くとできる三角形の個数になる。
· 五角形なら、５－２＝３、１８０×３＝５４０　　など

